
（7）

査
・
究
明
及
び
航
空
機
の
所
有

者
へ
の
指
導
等
に
よ
る
再
発
防

止
策
を
講
ず
る
と
と
も
に
、
有

事
の
際
に
は
迅
速
か
つ
適
切
な

対
応
を
都
へ
要
望
さ
れ
た
い
。

５　

野
川
大
沢
調
節
池
の
整
備

に
つ
い
て

　

野
川
大
沢
調
節
池
は
、
野
川

の
治
水
対
策
の
一
環
と
し
て
整

備
さ
れ
、
池
底
部
分
を
都
か
ら

占
有
許
可
を
受
け
、
テ
ニ
ス
コ

ー
ト
、
サ
ッ
カ
ー
兼
ラ
グ
ビ
ー

場
、
野
球
場
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

場
等
と
し
て
供
用
し
て
い
る
。

　

昨
今
の
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
の
発

生
を
受
け
、
野
川
流
域
に
お
け

る
目
標
整
備
水
準
を
１
時
間
50

ミ
リ
降
雨
か
ら
65
ミ
リ
降
雨
に

引
き
上
げ
る
こ
と
に
伴
い
、
都

か
ら
市
へ
、
貯
留
量
の
規
模
を

拡
大
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
協

力
依
頼
が
あ
っ
た
。
現
状
の
流

入
頻
度
に
お
い
て
も
ス
ポ
ー
ツ

施
設
と
し
て
の
利
用
に
一
部
支

障
を
来
し
て
い
る
状
況
も
見
ら

れ
、
工
事
期
間
中
の
代
替
施
設

の
確
保
等
を
要
望
し
て
お
り
、

今
後
の
動
向
を
注
視
す
る
必
要

が
あ
る
。

６　

株
式
会
社
東
京
ス
タ
ジ
ア

ム
の
経
営
状
況
と
地
域
の
商
業

振
興
に
つ
い
て

　

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
契
約
の

更
新
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
Ｊ
リ
ー

グ
サ
ッ
カ
ー
等
の
開
催
に
よ

り
、
比
較
的
良
好
な
経
営
状
態

で
あ
る
も
の
の
、
安
定
し
た
施

設
経
営
を
維
持
し
て
い
く
た
め

に
も
、
地
元
市
と
の
連
携
に
よ

る
地
域
活
性
化
へ
の
貢
献
や
、

更
な
る
経
営
努
力
を
㈱
東
京
ス

タ
ジ
ア
ム
へ
求
め
ら
れ
た
い
。

　

ま
た
、
三
鷹
駅
と
ス
タ
ジ
ア

ム
間
の
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
に
つ
い

て
も
一
層
の
Ｐ
Ｒ
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
関
係
団
体
等
と
の

連
携
を
図
り
、
商
業
振
興
に
寄

与
す
る
よ
う
努
め
ら
れ
た
い
。

う
都
に
働
き
か
け
ら
れ
た
い
。

３　

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー

ツ
施
設
の
整
備
及
び
周
辺
道
路

の
整
備
に
つ
い
て

　

平
成
21
年
度
に
策
定
さ
れ
た

武
蔵
野
の
森
総
合
ス
ポ
ー
ツ
施

設
基
本
構
想
で
は
、
陸
上
競
技

に
必
要
な
補
助
競
技
場
等
の
ほ

か
、
メ
ー
ン
ア
リ
ー
ナ
や
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ
、
屋
内
プ
ー
ル
等
の

整
備
計
画
が
示
さ
れ
た
。
24
年

度
の
味
の
素
ス
タ
ジ
ア
ム
西
競

技
場
の
開
設
、
25
年
度
の
ス
ポ

ー
ツ
祭
東
京
２
０
１
３
の
開
催

を
経
て
、
そ
の
他
の
施
設
の
28

年
度
中
の
竣
工
に
向
け
て
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

当
該
施
設
は
、
第
32
回
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
及
び
第
16

回
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

の
会
場
の
１
つ
と
な
る
こ
と
が

想
定
さ
れ
、
計
画
の
着
実
な
実

行
と
あ
わ
せ
て
、
調
布
基
地
跡

地
の
歴
史
的
経
緯
を
踏
ま
え
た

当
該
施
設
に
お
け
る
地
元
３
市

の
優
先
的
利
用
の
確
保
等
へ
の

配
慮
、
交
通
環
境
の
向
上
に
向

け
た
取
り
組
み
等
を
都
に
要
望

さ
れ
た
い
。

４　

調
布
飛
行
場
の
運
用
に
係

る
安
全
性
の
向
上
に
つ
い
て

　

本
委
員
会
の
設
置
以
降
、
調

布
飛
行
場
に
お
い
て
は
平
成
23

年
と
26
年
の
２
度
、
民
間
航
空

機
に
よ
る
着
陸
時
事
故
が
発
生

し
て
い
る
。
幸
い
な
こ
と
に
、

い
ず
れ
の
場
合
に
お
い
て
も
死

者
、
負
傷
者
等
は
出
な
か
っ
た

も
の
の
、
一
歩
間
違
え
れ
ば
大

惨
事
に
も
つ
な
が
り
か
ね
な
い

も
の
で
あ
っ
た
。

　

事
故
を
受
け
て
、
都
と
地
元

３
市
の
情
報
共
有
の
あ
り
方
を

見
直
し
、
緊
急
時
訓
練
等
を
実

施
す
る
こ
と
と
し
た
点
に
つ
い

て
は
一
定
の
評
価
が
で
き
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
事
故
対
策
に

当
た
っ
て
は
、
事
故
原
因
の
調

都
港
湾
局
長
宛
て
に
提
出
さ
れ

た
。
本
市
及
び
本
市
議
会
に
も

要
望
書
が
提
出
さ
れ
、
本
委
員

会
は
、
都
が
説
明
会
の
中
で
示

し
た
安
全
・
騒
音
対
策
等
に
つ

い
て
一
定
の
評
価
が
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
と
の
市
側
の
説
明

を
踏
ま
え
、
協
議
を
重
ね
、
計

器
飛
行
方
式
の
一
部
導
入
を
了

承
し
た
。
そ
の
後
、
都
と
地
元

３
市
か
ら
な
る
四
者
協
で
の
合

意
を
経
て
、
25
年
６
月
、
調
布

飛
行
場
に
お
け
る
計
器
飛
行
方

式
が
一
部
導
入
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
台
風
、
積
雪

等
の
気
象
状
態
を
除
き
、
雨
天

時
等
に
お
い
て
も
運
航
が
可
能

と
な
り
、
調
布
飛
行
場
と
大
島

等
を
結
ぶ
定
期
航
空
路
の
就
航

率
は
向
上
し
て
い
る
。
引
き
続

き
安
全
面
に
十
分
配
慮
し
た
運

航
に
努
め
る
よ
う
都
に
働
き
か

け
ら
れ
た
い
。

２　

調
布
―
三
宅
島
航
空
路
線

の
開
設
に
つ
い
て

　

羽
田
―
三
宅
島
間
で
運
航
し

て
い
た
機
体
の
老
朽
化
に
よ
る

退
役
に
伴
い
、
平
成
24
年
５

月
、
都
は
新
た
に
調
布
―
三
宅

島
間
を
結
ぶ
定
期
航
空
路
線
の

開
設
を
提
案
し
た
。
本
委
員
会

に
お
い
て
も
十
分
に
協
議
を
重

ね
た
上
で
、
当
該
航
空
路
線
は

島
嶼
部
の
住
民
の
生
活
に
欠
か

せ
な
い
公
共
交
通
ア
ク
セ
ス
で

あ
り
、
離
発
着
回
数
に
つ
い
て

も
協
定
書
に
お
い
て
定
め
ら
れ

た
回
数
を
超
え
る
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
同
航
空
路
線
開

設
を
了
承
し
、
26
年
４
月
よ

り
、
調
布
―
三
宅
島
航
空
路
線

の
運
航
が
開
始
さ
れ
た
。

　

引
き
続
き
、
一
層
の
安
全
対

策
、騒
音
対
策
、離
着
陸
回
数
削

減
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
厳
格

な
運
用
を
求
め
る
と
と
も
に
、

運
用
結
果
等
に
つ
い
て
の
適
時

的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
る
よ

　

ま
た
、
外
環
の
地
上
部
街
路

で
あ
る
「
外
環
ノ
２
」
に
関
し

て
、
杉
並
区
、
武
蔵
野
市
な
ど

で
は
十
数
回
に
わ
た
る
話
し
合

い
の
会
が
開
催
さ
れ
た
が
、
本

市
に
お
い
て
は
い
ま
だ
開
催
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
も
委
員
か
ら

指
摘
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

４　

今
後
に
つ
い
て

　

外
環
計
画
は
、
本
市
に
極
め

て
大
き
な
影
響
を
与
え
る
道
路

事
業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
側

に
お
い
て
は
、
今
後
と
も
国
・

都
に
対
し
て
「
対
応
の
方
針
」

の
確
実
な
履
行
、
協
議
の
場
に

お
け
る
誠
意
あ
る
対
応
な
ど
を

求
め
ら
れ
た
い
。
ま
た
、
工
事

等
事
業
の
進
捗
に
当
た
っ
て

は
、
外
環
整
備
に
伴
う
安
全
・

安
心
の
ま
ち
づ
く
り
連
絡
協
議

会
等
に
よ
り
、
関
係
機
関
と
協

働
で
取
り
組
む
と
と
も
に
、
事

故
等
の
防
止
に
向
け
最
大
限
の

注
意
が
払
わ
れ
る
よ
う
、
国
・

都
及
び
事
業
者
と
の
更
な
る
連

携
に
努
め
ら
れ
た
い
。

調
布
基
地
跡
地
利
用

対
策
特
別
委
員
会

　

本
委
員
会
設
置
以
降
の
４
年

間
で
、
調
布
飛
行
場
に
お
い
て

は
計
器
飛
行
方
式
の
導
入
等
に

よ
る
就
航
率
向
上
の
取
り
組
み

が
推
進
さ
れ
た
一
方
、
２
度
の

小
型
航
空
機
の
着
陸
事
故
等
に

伴
う
安
全
面
の
課
題
等
が
示
さ

れ
、
多
く
の
議
論
が
交
わ
さ
れ

た
。
そ
れ
ら
の
経
過
を
踏
ま

え
、
調
布
基
地
跡
地
の
利
用
促

進
と
安
全
性
の
確
保
の
観
点
か

ら
、
次
の
点
を
指
摘
す
る
。

１　

調
布
飛
行
場
に
お
け
る
計

器
飛
行
方
式
の
導
入
に
つ
い
て

　

平
成
23
年
７
月
、
島
嶼
地
域

と
調
布
飛
行
場
を
結
ぶ
航
空
路

線
の
就
航
率
向
上
に
係
る
要
望

書
が
大
島
町
、
新
島
村
及
び
神

津
島
村
の
町
村
長
連
名
で
東
京

一
定
の
評
価
を
す
る
。

　

一
方
、
本
委
員
会
で
は
、
外

環
周
辺
地
域
の
大
気
質
や
地
下

水
環
境
等
に
対
す
る
影
響
、
環

境
監
視
体
制
の
確
立
、
シ
ー
ル

ド
マ
シ
ン
に
よ
る
ト
ン
ネ
ル
施

工
に
伴
う
低
周
波
振
動
等
の
課

題
や
対
策
、
周
辺
都
市
計
画
道

路
の
整
備
に
つ
い
て
な
ど
、
幅

広
く
議
論
さ
れ
た
。

３　

国
・
東
京
都
の
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

地
中
拡
幅
部
の
構
造
や
施
工

技
術
等
に
つ
い
て
検
討
す
る
東

京
外
環
ト
ン
ネ
ル
施
工
等
検
討

委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
ト
ン

ネ
ル
断
面
形
状
の
変
更
及
び
止

水
領
域
拡
大
の
た
め
、
地
中
拡

幅
部
の
計
画
区
域
が
見
直
さ

れ
、
平
成
27
年
３
月
、
都
市
計

画
変
更
決
定
が
告
示
さ
れ
た
。

本
委
員
会
に
お
い
て
も
、
本
件

に
係
る
国
・
都
か
ら
の
情
報
提

供
の
あ
り
方
や
工
法
の
見
直
し

に
伴
う
地
下
水
等
へ
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
議
論
さ
れ
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

ら
の
意
見
等
に
つ
い
て
は
、
今

後
策
定
さ
れ
る
「
北
野
の
里

（
仮
称
）
ま
ち
づ
く
り
方
針
」

に
可
能
な
限
り
反
映
さ
れ
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

２　

本
市
に
お
け
る
取
り
組
み

に
つ
い
て

　

農
地
の
減
少
等
の
課
題
に
対

し
て
、
市
で
は
、
農
業
法
人
と

の
協
働
に
よ
る
実
証
実
験
や
、

国
・
都
、
Ｊ
Ａ
等
と
の
連
携
に

よ
る
代
替
農
地
の
確
保
・
あ
っ

せ
ん
等
に
積
極
的
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
ま
た
、
用
地
の
買
収

が
進
み
、
準
備
工
事
に
よ
る
生

活
道
路
の
つ
け
か
え
や
通
学
路

の
見
直
し
等
に
伴
い
、
交
通
安

全
の
確
保
や
防
犯
対
策
等
が
喫

緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
平
成
26
年
７
月
、
地
元

町
会
、
住
民
協
議
会
、
小
・
中

学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
学
校
長
、
交
通

安
全
協
会
、
防
犯
協
会
等
で
構

成
さ
れ
る
「
外
環
整
備
に
伴
う

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
連

絡
協
議
会
」
を
設
置
し
た
。
こ

れ
ら
の
市
の
対
応
に
つ
い
て
は

１　

中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン

（
仮
称
）
周
辺
地
域
と
北
野
の

里
（
仮
称
）
整
備
に
つ
い
て

　

中
央
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
（
仮

称
）
や
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
等

の
関
連
施
設
の
建
設
が
予
定
さ

れ
て
い
る
周
辺
地
域
は
、
「
北

野
の
里
」
（
仮
称
）
と
し
て
整

備
さ
れ
る
予
定
で
あ
る
。
市
民

参
加
に
よ
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
、
ふ
た
か
け
上
部
空
間
等
の

利
用
、
周
辺
地
域
の
ま
ち
並
み

に
つ
い
て
な
ど
が
検
討
さ
れ
、

出
さ
れ
た
意
見
等
は
「
北
野
の

里
（
仮
称
）
を
中
心
と
し
た
ま

ち
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
報

告
書
」
に
集
約
さ
れ
た
。
こ
れ

　

本
委
員
会
設
置
以
降
の
４
年

間
で
、
東
京
外
郭
環
状
道
路
に

つ
い
て
は
、
設
計
、
用
地
取
得

等
の
手
続
を
経
て
、
施
工
方
法

及
び
環
境
影
響
評
価
等
に
関
し

詳
細
な
検
討
が
行
わ
れ
、
着
工

段
階
に
踏
み
出
し
た
。
本
委
員

会
で
は
、
外
環
整
備
に
伴
う
ま

ち
づ
く
り
や
環
境
へ
の
影
響
等

の
課
題
、
国
・
都
の
取
り
組
み

の
あ
り
方
な
ど
に
対
し
、
多
く

の
議
論
が
交
わ
さ
れ
た
。
そ
れ

ら
を
踏
ま
え
、
次
の
点
を
指
摘

す
る
。

２７・４・２９

東
京
外
郭
環
状
道
路
調
査

対
策
特
別
委
員
会

　

平
成
23
年
第
２
回
定
例
会
に
お
い
て
設
置
さ
れ
た
東
京
外
郭
環

状
道
路
調
査
対
策
特
別
委
員
会
、
調
布
基
地
跡
地
利
用
対
策
特
別

委
員
会
の
各
委
員
長
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
活
動
経
過
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。
そ
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
。

特
別
委
員
会

活
動
経
過
報
告

特
別
委
員
会

活
動
経
過
報
告
（要 旨）（要 旨）（要 旨）

　
平
成
27
年
度
予
算
（
骨
格
予
算
）

　
　
　
　
　
審
査
報
告

　

平
成
27
年
度
一
般
会
計
及
び

５
件
の
特
別
会
計
の
予
算
案

は
、
３
月
５
日
に
予
算
審
査
特

別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
、
２
日

間
の
審
査
を
経
て
、
23
日
の
本

会
議
で
、
い
ず
れ
も
原
案
が
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
11
月
時
点
で
、
清
原
市

長
か
ら
次
期
市
長
選
挙
に
は
立

候
補
し
な
い
こ
と
が
表
明
さ
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
提
案
さ
れ
た

予
算
案
は
、
義
務
的
経
費
や
経

常
的
経
費
な
ど
を
中
心
と
す
る

骨
格
予
算
と
し
て
編
成
さ
れ
ま

し
た
。
予
算
額
は
、
留
保
財
源

と
し
て
計
上
し
た
予
備
費
を
除

い
た
実
質
の
一
般
会
計
歳
出
と

特
別
会
計
の
総
計
が
１
千
57
億

６
千
740
万
７
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
（
下
表
）
。

　

な
お
、
政
策
的
経
費
や
投
資

的
経
費
を
盛
り
込
ん
だ
通
常
の

年
間
予
算
は
、
市
長
選
挙
後
、

６
月
に
補
正
予
算
と
し
て
提
案

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
予
算
審
査
特
別
委
員
】

◎
石
井
良
司　

○
粕
谷　

稔

　

緒
方
一
郎　
　

渥
美
典
尚

　

岩
見
大
三　
　

野
村
羊
子

　

吉
野
和
之　
　

岩
田
康
男

　

◎
委
員
長　

○
副
委
員
長

（
３
月
５
日
選
任
）

各会計別予算総括表� （単位　千円）

会 計 平 成 27 年 度
予 　 算 　 額

平成 26 年 度
予 　算　額 増　△減

一 般 会 計 66,901,502 66,335,000 566,502 0.9%
（65,402,215） （△ 932,785）（△ 1.4%）

特

別

会

計

国民健康保険事業 20,610,674 17,624,947 2,985,727 16.9%

下 水 道 事 業 3,461,733 3,675,379 △ 213,646 △ 5.8%

介護サービス事業 1,052,037 1,099,779 △ 47,742 △ 4.3%

介 護 保 険 事 業 11,453,861 11,695,854 △ 241,993 △ 2.1%

後期高齢者医療 3,786,887 3,696,860 90,027 2.4%

合　　計 40,365,192 37,792,819 2,572,373 6.8%

総 計 107,266,694 104,127,819 3,138,875 3.0%
（105,767,407） （1,639,588） （1.6%）

純 計 99,456,058 96,587,176 2,868,882 3.0%
（97,956,771） （1,369,595） （1.4%）

※ 　表中の（ ）内の表記は、一般会計の予備費（留保財源分）を除いた実質の歳出予
算額を記載しています。

※　「純計」とは、会計間の重複経費（繰入金・繰出金）を控除した額です。


